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アジアの家族法研究会・監修 小
(アジア・太平洋法律協会ファミリー・ロー部会

す
る
人
の
数
、
ま
た
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
の
数
も
年
々
増
加
し
て
い

る
。
外
国
人
登
録
者
の
数
も
増
加
し
、
日
本
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
も

高
ま
り
、
そ
の
内
訳
も
か
つ
て
は
韓
国
・
朝
鮮
人
の
割
合
が
九
割
を
上
回

っ
て
い
た
も
の
が
、
最
近
で
は
五
割
以
下
に
な
り
、
多
様
な
国
お
よ
び
地

域
の
出
身
者
が
日
本
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
約

五
〇
万
人
を
上
回
る
と
い
わ
れ
て
い
る
不
法
在
留
者
を
加
え
る
と
、
三
〇

〇
万
人
近
い
外
国
人
が
私
た
ち
の
周
り
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
海
外
在
留
邦
人
も
一
〇
〇
万
人
近
く
に
な
り
、
こ
れ
に
日
系
人
を

加
え
る
と
多
く
の
日
本
人
・
日
系
人
が
外
国
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
ア
ジ
ア
の
他
の
国
お
よ

び
地
域
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
国
際
化
の
問
題
は
、
当
初
、
経
済
的
交
流
の
拡
大
と
い
う
側
面
で

と
ら
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
今
日
の
よ
う
な
複
雑
な
国
際
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
の
到
来
は
あ
ま
り
強
く
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

今
日
で
は
家
族
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
に
も
、
こ
の
よ
う
な
国
際
化
の

影
響
が
生
じ
て
い
る
。 

家
族
法
の
分
野
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
、
地
域
お
よ
び
民
族
の
宗
教
、
倫

理
、
慣
習
、
伝
統
さ
ら
に
は
社
会
構
造
な
ど
と
強
く
結
び
つ
い
て
お
り
、 

（
つ
づ
く
） 

(13)           戸籍時報 No.598(H18･5)
アジアの家族法 

川富之 
 会長) 

「『
ア
ジ
ア
の
家
族
法
』
の
連
載
に
つ
い
て
」 

・
連
載
の
ね
ら
い 

国
際
化
時
代
の
今
日
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
ヒ
ト
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
国
際
的
に
交
流
し
て
い
る
。
日
本
を
例
に
と
っ
て
も
、
外
国
に
出
国

 

、


